
平成２5年（2013年）5月 3日（４）第　１８２ 号 ひらつか議会だより

※ＰＦＩ（Private Finance Initiative）：公共施設等の建設、維持管理、運営等を民間の資金、経営能力、技術的能力を活用して行う手法。 

吉
野
　
和
美 

議
員

平
塚
市
地
域
防
災
計
画

目
標
数
値
の
設
定
は

問　
実
効
性
の
確
保
と
い
う
点

か
ら
数
値
目
標
を
置
く
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。
発
災
後
の
応
急

対
応
、
復
旧
、
復
興
施
策
に
つ

い
て
数
値
目
標
が
十
分
に
設
定

さ
れ
て
い
な
い
が
、
ど
の
よ
う

に
捉
え
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
地
域
防

災
計
画
は
県
の
「
被
害
想
定
調

査
」を
基
礎
資
料
と
し
て
い
る
。

こ
れ
は
最
新
の
知
見
・
技
術
を

用
い
た
調
査
を
基
に
作
成
さ
れ

て
い
る
が
、
今
後
は
こ
の
被
害

想
定
の
数
値
を
下
回
る
よ
う
な

防
災
・
減
災
対
策
を
実
施
し
、

災
害
被
害
の
軽
減
に
努
め
る
。

問　
火
災
や
津
波
に
よ
る
人
や

イ
ン
フ
ラ
な
ど
へ
の
被
害
の
想

定
は
ど
れ
だ
け
軽
減
さ
れ
た
の

か
。

副
市
長　
平
成
21
年
に
作
ら
れ

た
「
被
害
想
定
調
査
」
で
は
被

害
が
半
減
す
る
こ
と
を
想
定
し

て
お
り
、
市
町
村
に
お
い
て
も

同
じ
だ
と
理
解
し
て
い
る
。

問　
本
市
の
地
域
防
災
計
画
に

お
い
て
は
、
被
害
軽
減
の
目
標

数
値
は
出
し
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
被
害
を

ど
こ
ま
で
減
ら
す
と
い
う
目
標

は
設
定
し
て
い
な
い
。

数
田
　
俊
樹 

議
員

本
市
の
少
子
化
対
策

問　
少
子
化
対
策
は
日
本
の
急

務
で
あ
り
、
本
市
に
と
っ
て
も

重
要
課
題
で
あ
る
。
本
市
の
少

子
化
対
策
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
待
機
児

童
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
認
可
保
育

園
の
施
設
を
増
や
し
た
。「
つ

ど
い
の
広
場
」
も
３
か
所
に
開

設
し
、
今
後
も
一
つ
増
や
す
予

定
で
あ
る
。
現
在
は
「
平
塚
市

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」

の
後
期
計
画
に
基
づ
き
取
り
組

み
を
進
め
て
お
り
、
平
成
27
年

以
降
の
計
画
は
「
子
ど
も
・
子

育
て
関
連
３
法
」
に
基
づ
き
国

が
示
す
指
針
や
、
平
成
25
年
度

に
実
施
す
る
調
査
の
結
果
を
踏

ま
え
策
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
本
市
の
合
計
特
殊
出
生
率

は
全
国
平
均
に
対
し
、
過
去
10

年
間
ず
っ
と
下
回
っ
て
い
る
。

人
口
政
策
、
特
に
少
子
化
対
策

に
力
を
入
れ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
何
が
出

生
率
の
上
昇
に
結
び
つ
く
の
か

な
か
な
か
は
っ
き
り
せ
ず
、
対

清

風

ク

ラ

ブ

小
泉
　
春
雄 

議
員

駅
西
口
の
魅
力
ア
ッ
プ

問　
平
塚
駅
西
口
の
中
地
駐
輪

場
は
暫
定
的
な
も
の
だ
が
、
今

後
こ
の
場
所
に
商
業
施
設
を
誘

致
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

副
市
長　
ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
を

創
出
す
る
た
め
、
店
舗
を
含
む

民
間
複
合
ビ
ル
を
誘
致
す
る
こ

と
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問　
誘
致
す
る
エ
リ
ア
は
駐
輪

場
の
ス
ペ
ー
ス
だ
け
か
。
そ
れ

と
も
隣
接
す
る
民
有
地
も
含
ま

れ
る
の
か
。
民
有
地
の
所
有
者

か
ら
同
意
を
得
て
い
る
の
か
。

副
市
長　
隣
接
す
る
民
有
地
も

含
む
。
所
有
者
か
ら
は
同
意
を

得
て
い
る
。

問　

土
地
の
所
有
者
に
は
以

前
、
市
か
ら
協
力
依
頼
が
あ
っ

た
が
、
こ
こ
数
年
は
一
切
そ
う

い
う
話
が
な
い
と
聞
く
。
そ
れ

な
の
に
同
意
を
得
ら
れ
て
い
る

と
考
え
て
い
る
の
か
。

副
市
長　
確
か
に
、
同
意
を
得

た
の
が
平
成
19
年
以
前
で
、
相

当
経
過
し
て
い
る
。
な
る
べ
く

早
い
時
期
に
、
誠
意
を
も
っ
て

具
体
的
な
交
渉
を
進
め
た
い
。

市
庁
舎
工
事
竣
工
後
の

既
存
施
設
の
活
用

問　
市
役
所
庁
舎
の
第
１
期
、

第
２
期
工
事
終
了
後
に
新
庁
舎

に
移
転
す
る
部
課
は
ど
こ
か
。

副
市
長　
第
１
期
工
事
の
完
了

後
は
本
庁
舎
と
東
・
西
・
南
附

属
庁
舎
の
各
部
署
、
防
災
危
機

管
理
部
、
市
議
会
、
土
木
部
、

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
な
ど

で
あ
る
。
第
２
期
工
事
の
完
了

後
は
、
経
済
部
、
教
育
委
員
会

な
ど
の
豊
原
分
庁
舎
の
部
署
、

文
化
・
交
流
課
、
青
少
年
課
、
ス

ポ
ー
ツ
課
、消
防
本
部
で
あ
る
。

問　
移
転
後
の
空
き
施
設
と
そ

の
活
用
方
法
を
伺
う
。

副
市
長　

豊
原
分
庁
舎
全
体

と
、
松
原
分
庁
舎
お
よ
び
新
館

の
一
部
が
空
き
施
設
と
な
る
。

豊
原
分
庁
舎
は
建
物
を
解
体

し
、
敷
地
の
有
効
な
活
用
方
法

を
検
討
す
る
。
松
原
分
庁
舎
は

利
用
者
に
配
慮
し
た
活
用
方
法

を
検
討
す
る
。
新
館
は
公
用
車

の
駐
車
場
や
事
務
室
、
倉
庫
、

駐
輪
場
な
ど
に
活
用
す
る
方
向

で
検
討
す
る
。

問　
旧
城
島
、
旧
金
目
公
民
館

や
城
島
分
庁
舎
に
保
管
さ
れ
て

い
る
博
物
館
の
資
料
や
文
化
財

を
そ
れ
ら
の
施
設
に
集
約
し
、

旧
城
島
、
旧
金
目
公
民
館
を
解

体
し
て
地
域
の
要
望
に
沿
っ
た

活
用
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

副
市
長　
収
蔵
物
は
将
来
、
一

括
し
て
保
管
す
る
こ
と
も
検
討

し
て
い
る
。
全
庁
的
な
余
裕
空

間
の
活
用
方
法
を
検
討
す
る
中

で
考
慮
す
る
。
地
域
の
要
望
は

今
後
、
既
存
施
設
の
活
用
方
法

を
考
え
る
中
で
考
慮
し
た
い
。

学
校
の
ト
イ
レ
の
改
修

問　
小
・
中
学
校
に
改
修
が
必

要
な
ト
イ
レ
は
何
組
あ
り
、
何

年
で
改
修
を
終
え
る
予
定
か
。

教
育
長　
和
式
ト
イ
レ
が
小
学

校
に
１
４
０
０
組
、
中
学
校
に

７
４
０
組
あ
り
、
各
校
舎
に
男

性
、
女
性
用
と
も
和
式
を
一
組

残
し
て
す
べ
て
洋
式
化
す
る
。

基
本
的
に
校
舎
の
大
規
模
改
修

の
際
の
改
修
を
考
え
て
い
る

が
、
そ
れ
だ
け
で
は
す
ぐ
に
対

応
で
き
な
い
た
め
、
並
行
し
て

部
分
対
応
に
よ
る
洋
式
化
も
進

め
る
。

美
術
館
長
等
の
年
収

問　
美
術
館
長
と
地
区
公
民
館

長
は
嘱
託
職
員
で
あ
る
。
年
収

な
ど
の
雇
用
条
件
を
伺
い
た
い
。

社
会
教
育
部
長　
美
術
館
長
は

週
４
日
勤
務
で
、
年
収
は
期
末

手
当
な
ど
を
含
め
９
１
７
万
７

２
４
０
円
。
任
期
の
制
限
は
な

い
。
公
民
館
長
は
週
２
日
勤
務

で
、年
収
は
69
万
７
２
０
０
円
。

任
期
は
最
長
６
年
で
あ
る
。

問　
美
術
館
長
の
給
与
は
市
長

よ
り
高
い
。
館
長
は
一
般
職
員

で
よ
い
の
で
は
な
い
か
。ま
た
、

任
期
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

市
長　
賃
金
が
高
い
と
は
思
わ

な
い
。
任
期
の
区
切
り
も
必
要

な
い
。
美
術
館
長
の
役
割
は
普

通
の
行
政
組
織
と
は
違
う
。

問　
美
術
館
も
本
市
の
身
の
丈

に
合
っ
た
運
営
を
す
べ
き
で
あ

り
、
聖
域
と
す
る
の
は
問
題
で

あ
る
。
む
し
ろ
、
公
民
館
長
の

待
遇
を
改
善
す
べ
き
で
な
い
か
。

市
長　
公
民
館
長
は
今
の
報
酬

で
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

剪
定
枝
資
源
化
施
設

問　
大
磯
・
二
宮
町
と
の
ご
み

処
理
広
域
化
事
業
の
中
で
、
施

設
の
整
備
を
Ｐ

※

Ｆ
Ｉ
で
行
う
。

本
市
は
25
年
度
の
負
担
金
と
し

て
４
１
５
４
万
円
を
支
出
す
る

が
、
責
任
自
治
体
は
ど
こ
か
。

環
境
部
長　
責
任
自
治
体
は
二

宮
町
で
あ
り
、
本
市
は
事
務
を

委
託
す
る
形
に
な
る
。

端
　
文
昭 

議
員

美
術
館
と
博
物
館

問　

美
術
館
は
開
館
か
ら
22

年
、博
物
館
は
37
年
に
な
る
が
、

建
設
費
用
と
開
館
以
降
の
美
術

品
や
資
料
の
購
入
額
を
伺
う
。

社
会
教
育
部
長　
美
術
館
の
開

館
に
か
か
っ
た
費
用
は
約
98
億

円
で
、
開
館
後
の
美
術
品
の
購

入
額
は
約
５
億
１
０
０
０
万
円

で
あ
る
。
博
物
館
の
建
設
費
は

約
10
億
円
で
、
資
料
の
購
入
額

は
約
５
２
０
０
万
円
で
あ
る
。

問　
美
術
館
の
年
間
運
営
費
は

約
２
億
７
０
０
０
万
円
で
、
博

物
館
は
２
億
円
弱
で
あ
る
。

別
々
に
運
営
す
る
の
は
大
き
な

財
政
負
担
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
業
を
一
緒
に
で
き
な
い
の
か
。

社
会
教
育
部
長　
現
状
の
ま
ま

運
営
し
て
い
き
た
い
。

総
括
質
問

総
括
質
問

３
月
定
例
会
で
は
14
人
の
議
員
が
、
防
災
・
減
災
対
策
、
市
役
所
新
庁
舎
建
設
事

業
、
債
権
の
管
理
、教
育
環
境
、産
業
活
性
化
策
な
ど
に
対
し
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

※
質
問
者
の
文
責
に
よ
り
質
問
と
答
弁
の
要
旨
を
掲
載
し
て
い
ま
す

湘
南
フ
ォ
ー
ラ
ム

米
村
　
和
彦 

議
員

学
校
給
食
費
の
滞
納
と

給
食
の
食
べ
残
し

問　
中
学
校
給
食
に
つ
い
て
の

議
論
が
活
発
に
さ
れ
て
い
る

が
、
ま
ず
は
小
学
校
給
食
で
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題

が
あ
る
。
年
々
増
加
傾
向
に
あ

る
給
食
費
の
滞
納
に
対
す
る
取

り
組
み
を
伺
う
。

教
育
総
務
部
長　
学
校
給
食
の

食
材
費
は
給
食
費
で
１
０
０
％

賄
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ

す
る
通
知
を
保
護
者
に
配
布
す

る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
就
学
援

助
費
か
ら
も
給
食
費
を
徴
収
で

き
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
学
校

に
周
知
し
た
。
平
成
23
年
度
は

滞
納
額
２
７
２
万
余
円
、
滞
納

者
は
１
４
０
人
と
な
り
、
前
年

度
よ
り
２
割
程
度
減
ら
す
こ
と

が
で
き
た
。

問　
行
政
が
給
食
費
を
徴
収
・

管
理
す
る
「
公
会
計
方
式
」
を

導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

教
育
総
務
部
長　
導
入
に
は
シ

ス
テ
ム
設
計
経
費
と
人
件
費
が

か
か
る
と
い
う
課
題
が
あ
る
。

現
行
の
会
計
方
式
の
中
で
給
食

費
の
安
全
性
や
透
明
性
の
確
保

と
、
学
校
現
場
の
事
務
作
業
の

負
担
の
軽
減
を
図
り
た
い
。

問　
給
食
の
食
べ
残
し
が
多
い

と
聞
く
が
現
状
を
伺
う
。
ま
た

中
学
校
の
牛
乳
給
食
の
現
状
は
。

教
育
総
務
部
長　
食
べ
残
し
が

一
日
当
た
り
約
７
０
０
㌔
㌘
あ

り
、
全
体
の
約
１
割
が
捨
て
ら

れ
て
い
る
。
牛
乳
給
食
も
申
込

者
が
減
少
す
る
傾
向
に
あ
る
。

食
べ
残
し
の
な
い
小
学
校
も
あ

る
の
で
、
学
校
ご
と
に
食
の
指

導
の
充
実
を
図
り
、
食
べ
残
し

を
減
ら
し
た
い
。

問　
被
害
想
定
を
ど
こ
ま
で
下

げ
ら
れ
る
か
さ
え
分
か
ら
ず
に

政
策
を
立
て
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
今
後
個

別
事
象
ご
と
に
、
具
体
的
に
毎

年
検
証
で
き
る
数
値
目
標
の
設

定
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問　
被
害
想
定
の
数
値
的
な
進

捗
管
理
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
改

訂
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
単
純
に

こ
の
施
策
に
よ
っ
て
こ
の
数
値

が
減
る
と
は
い
か
な
い
。
施
策

が
減
災
に
直
接
作
用
す
る
か
と

い
う
検
証
は
で
き
て
い
な
い
。

財
政
的
裏
づ
け

問　
地
域
防
災
計
画
を
着
実
に

推
進
す
る
た
め
の
財
政
的
裏
づ

け
は
あ
る
か
。

防
災
危
機
管
理
部
長　
総
合
計

画
に
位
置
づ
け
、
中
・
長
期
的

な
視
点
か
ら
計
画
的
に
実
施

し
、
施
策
や
事
業
の
着
実
な
推

進
に
努
め
て
い
き
た
い
。

策
を
模
索
し
て
い
る
。

問　
私
は
、
結
婚
後
の
子
育
て

支
援
と
結
婚
前
の
婚
活
支
援
を

切
り
分
け
て
施
策
を
充
実
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
見

解
を
伺
う
。

健
康
・
こ
ど
も
部
長　
国
の
施

策
も
含
め
、
そ
の
よ
う
な
「
婚

活
」
に
よ
っ
て
少
子
化
対
策
の

効
果
を
狙
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
本
市
と
し
て
も
効
果
が

出
る
よ
う
に
庁
内
で
連
携
を
と

り
、
次
世
代
育
成
支
援
行
動
計

画
の
中
で
今
後
も
進
め
て
い
き

た
い
。

　市議会での詳細な審議の内容を「会議録」
としてまとめています。３月定例会の会議
録は５月下旬に平塚市議会ホームページに
掲載します。

会議録のご案内

平塚市議会


